
１．１０月２３日１８時３０分より留萌産業会館議員ク

ラブにて第５回定例理事会を開催しました。

クリスマス家族会の予算案承認、１０月末の会

計報告の承認と１１月例会のプログラムの承認

を致しました。また、今年度の理事会でクラ

ブ会長の２度目の就任の是非について、クラ

ブフォーラムを開催し、検討する事を決定し

ました。１２月の最終例会、バッツ例会から話

し合いを持ちます。皆さんよろしくお願いし

ます。

・・芦別ロータリークラブより、１０月会報と１１月

例会案内を受領しました。

・・砂川ロータリークラブより、１１月例会案内を

受領しました。

・・女性ネットワークるる様より、創立２０周年記

念事業参加のお礼文を頂きました。

・１１月１１日はロータリー財団担当の夜間例会に

なります。田中会員の所のラブベジタブルに

て午後６時３０分開催です。次週１１月４日は法

定休会となっています。お間違いないように

お願いします。

・・本日例会終了後、ガバナー月信１月号に掲載

される留萌クラブの写真を撮影したいと思い

ます。例会終了後外の駐車場でお待ちくださ

い。

ゲスト

　幌加内そばスクール理事長　守田　秀生 様
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・・守田様、ようこそ留萌ロータリークラブへ。

本日はよろしくお願いします。　 辻本会長

・・守田様、ようこそ留萌クラブへ。おそば楽し

みです。　 燕幹事

・・守田様、本日の卓話よろしくお願いします。

　 関野会員

・・本日おそば楽しみです。　 福士会員

・・ちょっと良い事がありました。　 渡邊会員

・・先週のワイン会楽しかったです。ご来店あり

がとうございました。　 田中（美）会員

　前　回　　３２２，０００円

　今　回　　　７，０００円

　累　計　　３２９，０００円

「来賓卓話」
　 幌加内そばスクール 理事長　守田　秀生 様

　本日はお招きいただきまして、誠にありがと

うございます。関野さんには、赤裸々にプロ

フィールをお渡ししましたが、皆様にそれがそ

のまま伝わるとは思ってもいませんでしたので、

少しだけ恥ずかしい気持ちで一杯です。私は公

務員をやっていまして、平成２３年に幌加内町長

に当選いたしまして、平成２７年までの４年間を

蕎麦を中心にした街づくりに取り組んできまし

た。本日はその時のことを少しお話をさせてい

ただきます。また、現在の本職は真宗興正派了

善寺の住職でありまして、話の中に説教くさい

話し方が入ってくるかもしれませんが、その所

はご容赦下さい。

　まずは、ロータリークラブ６０周年おめでとう

ございます。社会奉仕、地域貢献をモットーに

日頃ご努力をされたきた事に敬意を表したいと

思います。社会奉仕、地域貢献、私どもの仏教

の教えでは、自利利他という教えがあります。

これは最近、経営方針に自利利他と言う言葉を

使う所が多くなっています。仏教の世界では、

自利利他に円満が付きます。自利利他円満と言

いまして、自分の幸せと他の幸せ、これは切っ

ても切り離せないもので、この二つが合わさっ

て私の幸せがあります。これが自利利他円満。

この立ち位置を中道と言い、真ん中の道を行く

という意味で政治の中道とは少し違います。政

治では保守と革新のどっちつかずの中道ではな

くて、人間の生き方を中道という言葉で表して

います。これは仏教的な言い方ですが、本来な

ら最後に話すと書いてありますが、緊張してい

るのか反してしまいました。

　留萌と言うと、留萌の坂本商店という所が魚

を積んで幌加内まで売りに来ておりました。私

の親が自治区長をやっていまして、小学校の頃、

有線放送というものがあり、四角いスピーカー

があってそこに話しかけると、みんなに話が通

じるという、不思議な装置でしたが、こちらに

は親機があってマイクで「魚注文ありませんか」

と話しかけると、自治区の５０～６０戸の家から１

箱、２箱、半箱下さいと連絡が入り、それを注

文のメモとして一覧表にして坂本さんに渡す事、

これが自治区長の仕事でした。これを私が小学

校の時やらされておりました。半箱と言われる

とめんどくさくて、あと半箱欲しい人を探さな

ければなりませんでしたので大変でした。留萌

の思い出としては、その事が一番記憶に残って

おります。昭和５４年に役場職員となりまして、

１９７９年からですが、役場職員となった時のモッ

トーは、「町を良くしたい、町づくりをしたい」

と考えまして、昭和５０年代には蕎麦づくりが始

まってまして、水田は増えたのですが、減反政

策がありまして、せっかく水田が増えたのに米

が作れなくなったという事で、最初は皆が何も

作らず出稼ぎに出てしまい、夏も作らない。そ

の内に田んぼが荒れ果てて、田んぼが減り、ど

んどん人が減っていく時代になりました。耕作

地が休耕してどんどん放棄されていく時代でし

た。その中で目を付けたのが蕎麦栽培です。幌

加内町は寒冷地で雪が多いという事で、なかな

か作物も出来ませんでした。それで蕎麦を作っ

てみたらおいしい蕎麦が出来たので、これをど

んどん広げていきまして、全国の蕎麦生産量は

５１，３００トンだそうですが、北海道がその内４７％
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位作っています。北海道の生産量の２５％が幌加

内の蕎麦粉となっています。全国シェアでは

７％になります。そのような事で、蕎麦つくり

で町つくりを考えようという事で、私はその目

的を達するために平成２３年（２０１１）に幌加内町長

に立候補しまして、町長になりました。蕎麦で

町つくりをするために組織化をするという事で、

町ぐるみで蕎麦の町を作っていこうという事で、

役場農協商工会という、ここで言えば商工会議

所。それから北海道農業普及センター、これは

道の機関。蕎麦生産者。地元で蕎麦による町づ

くりを担って行こうとするグループ、手打ち蕎

麦団体。蕎麦祭り実行委員会など、蕎麦活性化

推進協議会という物を作りました。そこが中心

となって蕎麦つくりの町を進めてきました。こ

れらについては私が町長になる前にすでに出来

ていましたが、私が町長に当選して作ったのが、

役場の中に役場地域振興室の中に蕎麦専門係を

設けました。北海道から１人出向していただい

て、それから東京の蕎麦関係団体のイベントプ

ロデュースをやっていた団体の人を１人スカウ

トして、それに地元の若手１人の３人体制で蕎

麦係を作りました。それを中心にして町づくり

に力を入れていきました。

　まずおいしい蕎麦をつくるために、土壌改良

と品種改良に３人の専門技術員を町の技術セン

ターに雇って活動していただきました。皆様に

先ほど食べていただいた蕎麦が「ほろみのり」

という品種でこの専門技術員が改良し品種登録

をしています。そして、この技術センターが生

産農家に蕎麦生産の技術指導を北海道の農業普

及センターと一緒になって指導する体制を作り

ました。また、蕎麦は生産した物の乾燥調製が

非常に大切になってきます。個々で行うと品質

がバラバラになるので、これを一つの施設で行

うために平成２５年に約１２億円かけて蕎麦乾燥調

製施設を作りました。これによって幌加内町で

作られる蕎麦すべてをこの調整施設で乾燥する

事が出来ます。約１ヶ月間で終ります。その後

出荷いたしますが、その時に温度を掛けてしま

うと品質が落ちてしまうので、それを防ぐため、

幌加内は雪が沢山ありますので、全道でも雪に

よる保管倉庫を作っていますが、我々も雪利用

型の蕎麦専用保管倉庫を作りました。これは生

成２７年に作り、約３万俵が保管できます。蕎麦

が豊作の時には約４万俵位取れるので少し入ら

ない時がありますが、その時は少し早く出荷い

たします。保管倉庫は通年５度位に温度が保た

れています。大体市長、町長になると皆が箱モ

ノを作って、これは私が町長の時代に作ったと

自慢しますが、この施設は私が町長の時に１２億

と８億で合計２０億円かけて作ったものです。当

然お金がありませんので、国の補助金過疎債活

用しましたが、７０％が地方交付税で戻ってきま

すので、これらを利用して１億ちょっとで施設

を作る事が出来ました。このような仕事をする

のが首長の仕事です。国会議員を使って補助金

の取り合いをします。ですから、これらは私の

手柄と言っていますが町の人は認めてくれませ

ん。それと製粉製麺工場を持っていますが、こ

れは振興公社の持ち物で、私も２年位社長を務

めました。私が社長をやる前は６０００万円の赤字

でしたが、それを私が社長の時に返そうと振興

公社で挽いた粉を担いで東京で販売して回り、

２年で借金を返済しました。海外にも売りに行

きました。タイ、フィリピンになどにも販売に

行き、日本食のお店に販売をしてまいりました。

そのような事から、製粉工場をもっとたくさん

作らなければならないと、現在町には８箇所の

製粉工場があります。

　それと観光ですが、温泉施設にレストランを

作り、蕎麦店も誘致して、蕎麦道場も作りまし

た。蕎麦祭りは平成６年から開催し、２日間で

４万人集まるお祭りになっています。蕎麦の花
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ロード、白銀の丘など色々な名前を付けて看板

を立て、幌加内に７月下旬からお盆くらいまで

蕎麦の真っ白な花の畑の中をドライブしたり、

散策したりすることが出来ます。あとは高等学

校で蕎麦授業というものをやっていまして、蕎

麦打ちの段位がありまして、蕎麦打ち初段を取

らなければ卒業が出来ない。だから幌加内高校

の卒業生は全員蕎麦打ちが出来る生徒です。こ

れらが私が手掛けた蕎麦の生産、加工、販売、

ＰＲの事業の全てです。生産を増やし販売を増

やす事により蕎麦のブランド化を図り、幌加内

蕎麦としてのブランドの確立を目指しました。

　現在、幌加内蕎麦として蕎麦粉を販売すると

他の蕎麦粉より１０００円アップの値段になってい

ます。これにより農家離れを達成する事が出来

ましたが、それだけでは町の人口減少は止めら

れませんでした。平成２７年に町長を退いてから

早や５年になりますが、やっぱり幌加内は蕎麦

だと言われるような活動が必要だと思います。

幌加内に日本蕎麦の聖地として蕎麦を展示する

施設を作りたいと思っています。幌加内に行け

ば蕎麦がわかる。体験できる。食べる事が出来

る。このような施設で、これも箱ものですが、

私が町長時代にやりたかった、事業の一つです。

幌加内町に大手製粉会社の誘致も働きかけまし

た。結果は苫小牧に製粉工場を作る事になりま

したが、船で粉を運ぶので陸送費が安く済むの

で仕方がありませんでした。幌加内が留萌であ

れば良かったと思っています。

　最後に蕎麦打ちでは段位がありまして、それ

をつかさどる団体として全国麺類文化地域間交

流推進協議会と言いまして、長いので全麺協と

いう名前にしています。段位が出来て２０年にな

りますが、今全国に１５，０００人、北海道に４，０００人

の方々が段位認定されています。この全国の全

麺協の北海道理事を今、私が務めています。こ

の全麺協の目的は、自分づくり、仲間づくり、

地域づくりで、蕎麦を通して自分の自己実現を

図っていきます。蕎麦づくりを通じて仲間を

作っていきましょう。仲間と共に地域づくりを

していきましょう。私が一番はじめに言った言

葉ですが、蕎麦を通じて仲間づくり、地域づく

りをしていく事は皆様がロータリーで行う社会

奉仕と同じではないかと感じています。現在、

プロフィールに書いてありますが、全麺協の蕎

麦道の最高段位は６段で、今年１月にその最高

段位の試験があり、全国で８名の６段位にの中

に入りました。蕎麦の道は、人の道。共にそば

を打つ。これからは仲間と共に蕎麦打ちを楽し

み、仲間つくり、地域貢献をしながら幌加内で

生活を続けて行こうと思っています。

　本日はこのような所にお呼びいただき、あり

がとうございました。
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１．国際ロータリー２５１０地区ガバナー事務所

よりクラブに対して、クラブの状況報告につ

いての連絡がありました。前年度から今年度

への引き継ぎについて、会員の推移状況及び

会員増強について、クラブ戦略計画の推移状

況、ポリオや財団等への活動及び寄付への取

り組み状況などの取り組みについて確認がな

されました。

２．本日午後６時より臨時理事役員会を開催し、

１２月９日開催予定だったクリスマス夜間例会

を中止する事を決定しました。ステージ３と

いう状況ですので、苦渋の決断を致しました。

楽しみがまた一つ減ってしまい誠に残念です

がよろしくお願いします。

３．また、例会についても話され、１１月１８日の

例会については年次総会のため開催予定です

が、１２月以降の例会については１１月２６日開催

の定例理事会にて最終判断をする事に致しま

した。１８日の例会ですが、食事はしないで皆

様に弁当をお持ち帰りいただく形を取りたい

と思います。なお、１１月開催予定の新会員研

修会については開催いたします。よろしくお

願いします。

４．カバナーエレクト事務所より、第１グルー

プガバナー補佐候補鈴木会員に対しての委嘱

状が届いていますので、お渡しいたします。

・・深川ロータリークラブより、１０月会報と１１月

例会案内を受領しました。

・・妹背牛ロータリークラブより、１１月例会案内

を受領しました。

・・羽幌ロータリークラブより、１０月会報と１１月

例会案内を受領しました。

・・赤平ロータリークラブより、１０月会報を受領

しました。

・・砂川ロータリークラブより、１０月会報を受領

しました。

・・留萌市議会より、１１月１３日に開催を予定して

おりました「市民と議会の意見交換会」が中

止となり、事前アンケートの結果が届いてい

ますので回覧致します。

・１１月開催予定だった地区の財団セミナーはコ

ロナの関係で中止となりました。出席予定で

した高橋エレクトには地区から資料が送られ

てきますのでよろしくお願いします。

・・年金の手続きを完了しました。やっぱり歳な

のですね。　 辻本会長

・・奉仕プロジェクト委員会、本日はよろしくお

願いします。　 燕幹事

・・今日はお当番例会です。よろしくお願いしま

す。　 高橋エレクト
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煙本日

　「年次総会」

煙次週予定

　－未定－

配偶者誕生日

　渡　邊　順　子

　山　本　由紀子

結婚記念日

　櫛　井　俊　介
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・・バースディプレゼントいただきました。あり

がとうございます。５１歳がんばります。

　 串橋副会長

・・本日はしばらくぶりに棚の整理をしました。

スッキリして良かったです。　 西原会員

・・コロナに負けず頑張りましょう。　 関野会員

　前　回　　３２９，０００円

　今　回　　 １０，０００円

　累　計　　３３９，０００円

「ロータリー財団月間」
　 ロータリー財団委員会　高橋エレクト

　今月はロータリー財団月間です。留萌クラブ

では先月から、財団・米山の寄付金を皆様から

お預かりしています。ロータリーレートは１１月

に入って１０４円になっています。円高になって

おりますので、今のうちに寄付をお願いします。

１１月の例会はコロナの関係で休会になるかもし

れませんので、早めに寄付をお願いします。１１

月中には寄付の送金をしてしまいたいのでよろ

しくお願いします。皆さんから頂いた寄付はロ

ータリー財団に１５０ドル、残りは米山の寄付に

回させていただきます。財団が１５０円安くなり、

米山に１５０円多くの寄付が回ります。なお、こ

の寄付は年末調整の対象になりますので、後ほ

ど領収書が届き次第、皆様にお渡しいたします。

また、財団補助金については地区のホームペー

ジに掲載されておりますので、詳しく知りたい

方は見ていただければと思います。

　今年度はコロナによって地区研修協議会、会

長エレクト研修セミナーまで中止となってしま

いました。大変な年ですが、皆さんに少しでも

多くの寄付をお願いします。

　それでは少しだけ財団についてお話致します。

寄付の種類は、年次基金寄付、ポリオプラス基

金寄付、恒久基金寄付、その他の寄付に分かれ

ます。年次基金寄付は寄付の５０％が３年後にＤ

ＤＦ（地区財団活動資金）、残り５０％がＷＦ（国

際財団活動資金）になり、地区補助金やグロー

バル補助金、その他財団プログラムの活動資金

を支えます。ポリオプラス基金寄付については

ポリオ撲滅活動を支援します。恒久基金寄付に

ついては収益の５０％がロータロー平和センター

の維持費や奨学金、グローバル補助金の資金と

なります。またその他の寄付は、承認済みの補

助金プロジェクトの寄付となります。

　我々が利用している地区補助金プログラムの

仕組みについてですが、シェアシステムによる

寄付金の配分ががなされ、使途指定寄付以外の

ロータリアンからの寄付金、年次寄付金の全額

と、恒久基金寄付の収益を３年後にＷＦ（国際

財団活動資金）とＤＤＦ（地区財団活動資金）

にそれぞれ５０％ずつ配分され、使用される仕組

みです。ＷＦはロータリー財団管理委員会が使

途を決定し、ＤＤＦは地区が使途を決定します。

地区補助金はその中の５０％以内の額をもって地

区が財団に一括申請をします。クラブは地区に

地区補助金個別プロジェクトを申請し、地区よ

り補助金を受け取る仕組みです。つまり私達が

寄付したお金が３年後に使用され、国際財団活

動資金と地区財団活動資金に分けられ、各々

５０％が配分され、地区活動資金の中の５０％、全

ての寄付の２５％までが私達への補助金事業とし

て使える額になります。地区活動資金の残りの

５０％の資金は、グローバル補助金事業やポリオ

プラス基金、ロータリーフェローシップ基金、

などに使用されます。とにかく、私達が財団に

寄付する原資が財団の事業を活発化させる源に

なっていますので、皆さん沢山の寄付をこれか

らもお願いします。

第16回　11月11日（水）　天候 / 雨
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